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年頭所感
～自己変革への挑戦～

三条商工会議所
会頭

兼古 耕一

　新年明けましておめでとうございます。
　2023年の新春を迎え、謹んでお慶び申し
上げます。
　さて、新型感染症も４年目に入り、５回
目のワクチン接種を受けた方もおられます
が、ここにきて第８波の到来も言われ始め
ております。折角、入国検査も緩和され、
動き始めたグローバルな活動も心理的な影
響は避けられなくなるものと危惧しており
ます。原材料やエネルギー価格の高騰、ゼ
ロゼロ融資の返済開始が始まるなど、会員
企業の皆様も大変厳しい状況に置かれてい
るものと思われます。
　そんな中で、昨年末にはサッカーワール
ドカップにおける日本代表の活躍で、多く
の感動を皆さんと共有できた事は楽しい思
い出となりました。
　今年も、企業を取り巻く環境は厳しく、
否応なく対応を迫られる状況が続くと思わ
れます。カーボンニュートラルやデジタル
化への対応など社会の要請や変化はますま

力を尽くす」という信念に学び、停滞から抜
け出し成長へと転換する好機と捉え、企業経
営者が積極的に行動を起こしましょうと訴え
ておられます。
　今年は、当所第31期議員・役員による会
議所運営の初年度となります。12部会・３
委員会の正副部会長・委員の顔ぶれも大き
く変わり、新たなメンバーによる新たな視
点を加え、あらためて地域産業の振興、会
員事業所の経営強化、自己変革への「挑戦」
に資する事業に取り組んで参ります。
　また、日本商工会議所の女性会の全国大
会が今年新潟で開催される予定です。それ
に合わせて三条商工会議所でも「女性会」
を発足させ、企業経営の多様化の観点から
も新たな活動を加えて参りたいと思います。
　加えて、三条市立大学が開学してから２
年が経過し、新年度には新３年生が誕生し、
いよいよ三条市立大学の特長である本格的
な地域産業界における企業内研修が始まり
ます。同大学の掲げる育成人材像でもある
「創造性豊かなテクノロジスト」に成長でき
るように、三条商工会議所も引き続き協力
して参りたいと思います。
　三条市は現在、「三条市総合計画」を新た
に策定中です。私も委員として参画してお
り「持続可能で個性的な地域産業の振興部
会」に属しております。ものづくりのまち
として、持続的発展を目指して、三条市の
経済ビジョンとそれに基づく戦略・戦術の
検討を行っております。
　その中では、労働生産性を上げる為に実
施すべき取り組みとして、地域の実情に合
う形で、ものづくりの高度化・業務効率化
を目指す為の取り組み、デジタル技術活用
による地域産業の高度化・最適化の実現方

す大きくなって来ております。
　昨秋退任された日本商工会議所の三村明
夫前会頭は、「社会の大きな変化に対応して
生き残っていくためには、変化に対して自
己変革し続ける事が必要であり、規模の小
さな企業こそ環境の変化に柔軟に対応する
ことが出来る。社会が大きく変化するから
こそ、規模の小さな企業にチャンスが生ま
れる。中小企業がやるべきことは、世の中
の変化に合わせて自己変革する事である」
と繰り返し強調されていました。
　三条市内の企業は、幅の広い販路を持ち、
業種・業態も様々であり、今までも大きな変
化に対して果敢に対応してきた実績がありま
す。変化に対応し、自己変革に成功した事例
が数多くあります。三条商工会議所は、挑戦
し努力する中小企業をこれからも全力で支援
して参ります。
　日本商工会議所の小林健新会頭も、所信の
中で「日本再生・変革に挑む」と言っておら
れます。渋沢栄一翁の言葉の「逆境の時こそ、

法、DX推進や労働力不足に対する人材確保
のために働き方に変化が起こっている中、
三条市内の企業で働きたい人材を如何に創
出し、今、三条市で働いている人材から、
どのようなかたちで働き続けてもらうか、
市内の企業は現状から何をどのように変革
すべきか等を提言する予定です。
　三条の地域産業は、この様に三条市や地
域にある大学、県の支援機関、多様な業種・
業界と連携し、より良いモノやサービスを、
適正な価格で提供する事が重要な時代にな
ってきております。
　今年も、三条商工会議所のスローガン「市
民と感動を共有し、笑顔と感謝で共に成長す
る」のもと、当地の歴史や特徴を認識し、そ
れを活かし互いに連携を図りながら、会員の
皆様と共に成長して参りたいと思います。皆
様のご協力とご指導を引き続き宜しくお願い
申し上げます。

お問合わせ先 制度運営 日本商工会議所

制度引受保険会社

事業活動のトラブルで高額な賠償金支払いとなる事案が多様化。さらに頻発する自然災害により事業継続が困難となるケースも多発。
超ビジネスプロテクト(事業活動包括保険)は、賠償責任リスク、事業休業リスク、工事リスク（建設事業者様向け）を総合的に対応でき、しかも低廉な保険料で加入できる保険です。

超ビジネス
プロテクト
（事業活動包括保険）の

特徴
4 休業補償により災害に遭った際の事業継続資金を補償（感染症補償特約を自動セット）

6 早期災害復旧支援により、災害時の事業継続を後押し
5 工事現場における様々な財物に対する損害を補償（建設業向け）

7 「地震」による休業損失も補償
本広告は、日本商工会議所を契約者とする商工会議所会員向け事業活動包括保険団体契約の概要についてご紹介したものです。保険の内容は「ビジネス総合保険制度パンフレット」をご確認ください。ご加入にあたっては、必ず「ビジネ
ス総合保険制度重要事項説明書」をよくお読みください。詳細は契約者である団体のホームページ掲載の約款によりますが、ご不明の点がありましたら代理店または保険会社にお問い合わせください。
「超ビジネスプロテクト」は、東京海上日動を制度引受保険会社とする全国商工会議所「ビジネス総合保険制度」における「事業活動包括保険」のペットネームです。

お見積り、ご加入手続きは引受保険会社にお問い合わせください。

全国商工会議所
事業活動を取り巻く様々なリスクから
会員の皆様をお守りする

2021年4月作成 21-TC00594

1 全国商工会議所の団体割引が適用されるため、保険料が割安です。
一般加入と比べ最大約33％割引の保険料水準（団体割引25％、条項セット割引5％、Tプロ割引3％、自動車優良割引3％を適用した場合）

 。すまれさ用適に」償補るす関に業休「」償補るす関に任責償賠「は引割％33※
保険期間：2021年7月1日午後4時から2022年7月1日午後4時
              加入は毎月受付（お申込月の翌月１日の午後４時の補償開始、保険期間1年間でご加入いただけます）
 

「ビジネス総合保険制度」 最大

約33%
割引

2 賠償責任に関するリスク(生産物・完成作業、施設・事業遂行、リコール、情報漏えい等)を総合的に補償
その他、様 な々業種に対応できる補償のラインナップを用意しています。

3 サイバーアタックなど情報セキュリティ被害も補償
マイナンバーの漏えいも補償対象となります。

東京海上日動の
新型コロナ

ウイルス感染症も

補償

［担当課支社］
長岡支社Sチーム TEL:0258-35-7535
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　明けましておめでとうございます。
　2023年の新春を迎え、謹んでお慶び申し
あげます。

はじめに
　私は、昨年11月の会頭就任時に「日本再
生・変革に挑む」とした所信を表明し、「変
革の連鎖」によって日本再生を成し遂げる
ために全身全霊を傾けることを会員の皆さ
まに誓いました。また、その後、全国各ブ
ロックの商工会議所の皆さまや都内の中小
企業経営者と対話する機会を得て、「現場主
義」と「双方向主義」を継承・徹底させて
いかなければならないとの思いを新たにし
ました。われわれ商工会議所は、今年も一
丸となって事業者の皆さまの声を適切に政
策提言や事業活動に生かしつつ、地域経済、
日本経済の発展のために力を尽くしてまい
ります。

現実を直視し、果敢に自己変革に挑まなけ
れば、この時代を生き抜くことはできませ
ん。今こそ、渋沢栄一翁の「逆境の時こそ、
力を尽くす」という信念に学び、企業経営
者が積極的に行動を起こしていかなければ
なりません。
　私は、経営者の責務は、経済価値、社会
価値、環境価値の三つを同時に追求するこ
と、即ち社会に責任を持ち、貢献すること
だと考えています。中小企業は、変化に対
する柔軟な対応力を有しており、経営者と
現場の距離も近く、経営者の理念を共有し
やすい土壌があります。中小企業こそが自
己変革と地域貢献・社会貢献の主役であり、
日商の会頭として、私が先頭に立って自己
変革に挑戦する中小企業のイノベーション
創出と付加価値向上を通じた成長を支援、
大企業と中小企業が共存共栄できる社会を
目指していきたいと考えております。

企業の挑戦を支える環境整備を
　一方、政府の重要な役割は、企業の挑戦
を支えるための環境整備にあります。特に
「民間投資の強力な推進」「持続的に賃上げ
できる環境整備」「サプライチェーンの強靭
化と経済安全保障」「多様な人材が活躍でき
る国づくり」の４つの対応を政府には求め
たいと思います。資源を持たないわが国が
持続的に成長するためには、競争力のある
「科学技術創造立国」としての地位の確立を
目指し、成長のエンジンとなる新たな産業
分野へ投資を強力に促進していくことが不
可欠です。そのためにも、政府は、新しい
資本主義の重点投資４分野における官民の
適切な役割分担、リスクシェアリングを図

当事者意識を持ち自己変革を
　さて、わが国は、過去20年以上にわたり
物価、賃金、生産性がほぼ横ばいという停
滞が続き、先進諸国に比して相対的に競争
力は低下しています。さらに、昨年、コロ
ナ禍に加え、ロシアのウクライナ侵攻、世
界的なインフレなど、大きな環境変化が次々
と押し寄せ、極めて予測困難な状況が続い
ています。
　本年は、こうした大きな環境変化に対応
しつつ、人口減少や少子高齢化、社会保障
費の拡大、財政赤字、人手不足、エネルギ
ー問題、さらには加速するデジタル化やグ
ローバル化への対応などの構造的課題にわ
が国が正面から取り組み、成長軌道に戻し
ていくための重要な年になると認識してい
ます。足元では、複合的な要因による物価
上昇・円安の影響で中小企業は厳しい状況
に置かれていますが、われわれ、企業が成
長の原動力であるという当事者意識を持ち、

り、企業の成長期待を高めるとともに、十
分な規模の政府支出、税制、民間投資を促
す大胆な規制改革に取り組んでいただきた
いと思います。
　エネルギーに関しては、安定供給の確保
とともに、2050年カーボンニュートラル実
現に向け、GXの活用や原子力を含むエネル
ギー政策を政府が前面に立って推進するこ
とが求められます。さらに、中小企業が賃
上げできる環境整備に向けて、取引価格の
適正化、デジタル化の推進等、生産性向上
への支援強化が必要です。生産拠点の国内
回帰を含め、多様化する供給網の整備も急
務であり、企業の予見性を高め、自由な経
済活動を阻害しない経済安全保障に取り組
むべきであると考えます。

志を高く、新時代を
切り拓く商工会議所に
　商工会議所としては、地域の第一線で活
躍する会員企業の皆さまと共に、こうした
課題や変化をタイムリーに察知し、商工会
議所自らも変化に対応できる強い足腰を鍛
え、「中小企業のイノベーション創出・成長
支援」「大企業と中小企業の共存共栄の実現」
「人と企業が輝く地域の創造」の３本柱の実
現に向け、全力で取り組んでまいります。
　昨年、日本商工会議所は100周年を迎え
ました。次の100年に向けて、本年が、「日
本再生・変革に挑む」ための力強い一歩を
踏み出す年となるよう、スピード感をもっ
て実行していく組織、志を高く、新しい時
代を切り拓いていく組織を目指してまいり
ます。皆さまの一層のご支援とご協力を心
からお願い申し上げます。

年頭所感
～日本再生・変革に挑む～
志を高く、新しい時代を

切り拓く～ 日本商工会議所
会頭

小林 健
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「価値観の変化」 （株）野崎忠五郎商店 代表取締役
三条商工会議所 副会頭

野崎 正明

　新型ウイルス感染拡大が始まり、早３年が経
過しました。重症化率は低くなったものの感染
者数の減少はみられず、現状では第８波に突入
している厳しい状況です。一方、ロシアのウク
ライナへの侵攻など地政学的なリスクも年々増
加しています。私達はこうした環境の中で新し
い価値観に対応していかねばなりません。一番
大きなポイントは従来とは異なったコミュニケ
ーションの変化にどう対処していくかであると
考えます。凄まじいデジタル化の進展の中で、

オンライン化が進み、コミュニケーションが大き
く変わりました。経済を担う私達は、今後こうし
た変化に対応できるかが企業の成長と繁栄を左右
することに繋がると思われます。昔から商売の基
本は人と人、信頼関係であると言われてきまし
た。しかし、これからは対面（フェイスtoフェイ
ス）とオンラインのハイブリッドが主流になると
確実視されています。人との繋がりがどんどん少
なくなっていくことに一抹の寂しさを感じてなり
ません。

謹 賀 新 年 令和５年　正月
三条商工会議所　役員・議員等（順不同）

会
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新任議員、活動に弾み

第31期新任議員懇談会
　三条商工会議所第31期体制で、新たに議
員となった人たちを対象とした新任議員懇
談会が12月９日に開かれ、新任議員18人
に加えて正副会頭、アクサ生命保険（株）新
潟支社の浅岡正剛支社長はじめ同社県央営
業所の社員、当所事務局職員ら40人ほどが
集まった。
　商工会議所の事業活動や、活動に必要な
収入などについて幅広く理解してもらおうと
初めて開催されたもの。
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締
役
会
長

川
﨑
国
雄

参
　
与

㈱
キ
ミ
ヤ
　
取
締
役

全
て
汝
が
こ
と
な
れ 木　

宮　
　

隆

　兼古耕一会頭は開会で「今期は、各部
会、委員会に若く新しい部会役員、委員に
入っていただきました。新鮮なメンバーが
入ることで、商工会議所の活動が活性化す
ればよいと考えています。今日はそのきっ
かけとしたい」と述べた。
　この日は、商工会議所活動内容や商工会
議所の重要な収入源となっているアクサ生
命保険（株）の事業を紹介した後、浅岡支社
長の音頭で乾杯し交流懇親会となった。

アクサ生命保険（株）新潟支社　浅岡支社長



8 9

謹 賀 新 年 令和５年　正月
三条商工会議所　役員・議員等（順不同）

参
　
与	

北
陸
ガ
ス
㈱
長
岡
支
社
　
支
社
長

熱・誠・忍

吉
津
由
貴

参
　
与

　
㈱
坂
謙
　
代
表
取
締
役
会
長

坂
井
範
夫

参
　
与

㈱
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
　
会
長

感
動
を
創
造
す
る

柄
沢
憲
司

参
　
与

㈲
ミ
ノ
ワ
　
代
表
取
締
役

七
転
び
八
起

箕
輪
勲
男

参
　
与

　
大
久
保
秀
男
税
理
士
事
務
所
　
所
長

努
力

大
久
保　

秀
男

参
　
与

日
本
通
運
㈱
三
条
支
店
　
支
店
長

運
輸
の
使
命
に
徹
し
て

　
　
　
　
　

社
会
の
信
頼
に
こ
た
え
る

平
林
直
和

参
　
与

マ
ル
ソ
ー
㈱
　
代
表
取
締
役
会
長

志
魂
商
才

渡
邉
喜
彦

謹 賀 新 年 令和５年　正月
三条商工会議所　役員・議員等（順不同）

参
　
与

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
新
潟
県
央
営
業
所
　
所
長

第
一
義

武
藤
仁
志

常
議
員

シ
ン
ワ
測
定
㈱
　
代
表
取
締
役

渡
辺
　

徹

常
議
員

㈱
髙
儀
　
代
表
取
締
役
社
長

道
具
で
世
界
に
笑
顔
を 髙

橋
竜
也

常
議
員

料
亭
二
洲
楼
　
代
表
取
締
役
社
長

石
橋
昭
尚

常
議
員

㈱
梨
本
商
店
　
代
表
取
締
役
社
長

も
の
づ
く
り
の
お
手
伝
い

梨
本
次
郎

年
賀
広
告

年
賀
広
告

参
　
与

西
巻
印
刷
㈱
　
取
締
役
会
長

日
々
穏
や
か
に

西
巻

克

郎

常
議
員

㈱
カ
エ
リ
ヤ
マ
　
代
表
取
締
役
社
長

一日一
生

歸
山
　

肇

参
　
与

㈱
ハ
イ
サ
ー
ブ
ウ
エ
ノ
　
取
締
役
会
長

顧
客
第
一
主
義

小
越
憲
泰

常
議
員

川
﨑
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長

川
﨑
雄
輔

常
議
員

㈱
ナ
ガ
オ
ケ
　
代
表
取
締
役

永

桶

俊
一

㈲
熊
倉
建
設
設
計
事
務
所
　
代
表
取
締
役

感
謝

常
議
員

安
達
俊
明

参
　
与

㈱
三
條
機
械
製
作
所
　
取
締
役
社
長

健
康
と
信
用

松
崎
　

仁

参
　
与

㈱
桑
原
工
業
　
代
表
取
締
役

桑
原
栄
助

参
　
与

東
北
電
力
㈱ 

新
潟
県
央
営
業
所
　
所
長

よ
り
、そ
う
、ち
か
ら
。 佐

藤
　

均

参
　
与

パ
ー
ル
金
属
㈱
　
代
表
取
締
役
会
長

ロ
マ
ン
を
持
て　

世
界
と
語
れ

髙
波
久
雄

参
　
与

㈱
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
　
取
締
役
会
長

落
合
益
夫

参
　
与

㈱
全
研
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
　
取
締
役
会
長

誠
実
と
努
力

佐
藤
弘
志

参
　
与

日
本
政
策
金
融
公
庫
三
条
支
店

　
支
店
長

加

藤

謙
一

参
　
与

三
條
信
用
組
合
　
理
事
長

感
謝

佐

藤
一
正

参
　
与

㈱
ト
キ
ワ
印
刷
　
会
長

切
磋
琢
磨

早
川
瀧
雄

常
議
員

㈱
外
山
組
　
専
務
取
締
役

外
山
　

豊

常
議
員

㈱
長
谷
川
興
産
　
会
長

人
を
愛
し
、職
を
愛
し 長

谷
川　
　

武

常
議
員

㈱
マ
ル
ト
長
谷
川
工
作
所

　
代
表
取
締
役
社
長

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｏ 長

谷
川　

直
哉

常
議
員

角
利
産
業
㈱
　
代
表
取
締
役

道
具
を
通
し
て
豊
か
な
人
生
を
提
案
す
る

加
藤
將
利

常
議
員

㈱
三
条
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
　
代
表
取
締
役
社
長

継
続
こ
そ
力
な
り

石
川
友
意

常
議
員

㈱
み
ず
の
　
代
表
取
締
役

不
易
流
行

水

野
一
郎

参
　
与

㈱
野
崎
プ
レ
ス
　
取
締
役
会
長

仁
智
誠
愛

野
崎
勝
康

参
　
与

マ
ル
ナ
オ
㈱
　
取
締
役
会
長

至
誠

福
田
健
男

参
　
与

㈱
コ
ロ
ナ
　
代
表
取
締
役
社
長

誠
実
と
努
力

大
桃
　

満

参
　
与

㈱
コ
メ
リ
　
代
表
取
締
役
社
長

日
々
新
た
な
り

捧　

雄
一
郎

常
議
員

北
陸
工
業
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長

お
客
様・社
員・株
主・社
会
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

四
つ
の
お
役
立
ち

加
藤
伸
夫

有
言
実
行

㈱
野
崎
製
作
所
　
代
表
取
締
役
社
長

常
議
員

野
崎　

喜
一
郎

常
議
員

税
理
士
法
人
P
i
e
r
T
a
x

代
表
社
員 

石
月
良
典
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謹 賀 新 年 令和５年　正月
三条商工会議所　役員・議員等（順不同）

常
議
員

㈱
西
山
カ
ー
ト
ン　

代
表
取
締
役

一
隅
を
照
ら
す　
こ
れ
国
の
宝
な
り

西
山

徳

芳

議
員

㈱
坂
源　

代
表
取
締
役
社
長

行
動
な
く
し
て
成
果
な
し

坂
井
信
行

議
員

加
藤
商
事
㈱　

代
表
取
締
役

ス
ピ
ー
ド
と
迫
力

加

藤
一
芳

議
員

㈱
三
条
金
子
建
設　

代
表
取
締
役

谷
川
和
夫

議
員

㈱
越
路
鐵
工
所　

代
表
取
締
役

田
澤
宏
明

議
員

㈲
齊
藤
造
園　

代
表
取
締
役

目
く
ば
り・気
く
ば
り・心
く
ば
り

齊
藤
眞
澄

議
員

三
条
サ
ッ
シ
工
業
㈱　

代
表
取
締
役

船
越
良
則

謹 賀 新 年 令和５年　正月
三条商工会議所　役員・議員等（順不同）

議
員中

山
鉄
工
所　

代
表

中　

山　
　

隆

議
員日

本
料
理 

小
山
屋

健
康　

家
族　

ご
縁 小

山
武
則

議
員

中
越
印
刷
㈱　

代
表
取
締
役

田
中
範
之

議
員

五
十
嵐
刃
物
工
業
㈱　

代
表
取
締
役

み
ど
り
と
と
も
に

五
十
嵐　

孫
六

年
賀
広
告

年
賀
広
告

常
議
員	

㈱
サ
ン
ユ
ー
印
刷　

代
表
取
締
役
会
長

玉　

木　
　

敏

議
員

ト
ッ
プ
工
業
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

和
衷
協
力

石
井
真
人

議
員

㈲
鈴
文　

代
表
取
締
役

創
業
90
周
年　

雪
国
を
幸ゆき
国ぐに
に
変
え
る
。

鈴

木
　

一

議
員

㈱
ス
リ
ー
ピ
ー
ク
ス
技
研　

代
表
取
締
役

継
往
開
来

小

山

公
一

議
員

㈱
髙
又
製
作
所　

代
表
取
締
役
社
長

感
謝　

謙
虚　

忠
恕 髙

橋
暢
雄

議
員

㈱
田
中
衡
機
工
業
所　

代
表
取
締
役
社
長

田
中
康
之

常
議
員

富
士
電
材
㈱　

代
表
取
締
役

一
言
芳
恩

吉
井
直
樹

議
員

㈱
中
條
金
物　

代
表
取
締
役
社
長

一
所
懸
命　
一
言
芳
恩 中

條
克
俊

議
員

㈱
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク　

代
表
取
締
役
社
長

柄
沢
利
文

常
議
員

㈱
エ
ス
・
タ
ク
シ
ー　

代
表
取
締
役

安
全・快
適・確
実

佐
々
　

健

常
議
員

㈱
オ
ー
シ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム 　

取
締
役
会
長

一
意
専
心

樋
口
　

勤

常
議
員

㈱
マ
ル
ヨ
ネ　

代
表
取
締
役

田
代　

徳
太
郎

常
議
員

　

㈱
第
四
北
越
銀
行 

三
条
支
店 

支
店
長

長
谷
川　

徹

常
議
員

相
場
商
事
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

相
場
亮
嗣

議
員

㈱
野
崎
プ
レ
ス　

代
表
取
締
役

温
故
知
新

野
崎
喜
嗣

議
員

日
野
浦
刃
物
工
房　

代
表

ノ
ー
ア
タ
ッ
ク・ノ
ー
チ
ャ
ン
ス

日
野
浦　
　

司

議
員

㈲
ピ
ュ
ア
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ　

代
表
取
締
役

社
員
の
成
長
は
企
業
の
繁
栄

石
山
早
苗

議
員

㈲
ス
ズ
ト
ー　

釜
焼
鳥
本
舗
お
や
ひ
な
や

笑
門
来
福

鈴　

木　
　

直

議
員

㈱
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム　

代
表
取
締
役

落
合
峰
夫

議
員

三
恵
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

世
の
中
の
進
歩
繁
栄
に
尽
す

外
山
博
康

議
員

中
越
交
通
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

川
本
高
志

議
員

ヤ
ナ
ド
リ
鋼
鉄
㈱　

代
表
取
締
役

想
像
を
創
造
す
る

柳
取
崇
之

議
員

㈱
栗
山
庄
之
助
商
店　

取
締
役
社
長

信
用・誠
実・感
謝・健
康・笑
顔

栗
山
正
男

議
員

共
和
工
業
㈱　

代
表
取
締
役

熊
谷
勇
介

議
員

㈱
齋
鐵　

代
表
取
締
役
社
長

誠
実
と
和

齋
藤　

孝
之
輔

議
員

㈱
サ
カ
タ
製
作
所　

代
表
取
締
役
社
長

会
社
は
公
器
で
あ
る 坂

田
　

匠

議
員

㈱
帰
山
鍍
金
工
業　

代
表
取
締
役
社
長

誠
実
と
努
力

帰
山
隆
司

議
員

㈱
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ　

代
表
取
締
役

人
と
と
も
に
、地
と
と
も
に
。

神
子
島　

岩
男

常
議
員

関
根
税
務
会
計
事
務
所　

所
長
・
税
理
士

関

根

龍
一
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謹 賀 新 年 令和５年　正月
三条商工会議所　役員・議員等（順不同）

議
員

㈱
全
研
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス　

代
表
取
締
役
社
長

佐
藤
典
保

議
員

新
潟
精
機
㈱　

代
表
取
締
役

五
十
嵐　

利
行

年
賀
広
告

議
員

た
か
ら
や
フ
ル
ー
ツ
本
店

金
子
栄
利

議
員

㈱
ナ
ガ
イ　

代
表
取
締
役

永
井
龍
雄

議
員

㈱
ナ
ガ
オ
カ
・
リ
コ
ー　

代
表
取
締
役

一
陽
来
復

長
岡
信
治

議
員

　

江
戸
川
産
業
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

新
保
智
也

議
員

㈱
ロ
ー
ハ
チ　

代
表
取
締
役

五
十
嵐　

淳

議
員

㈱
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ａ　

代
表
取
締
役

子
供
達
の
未
来
を
応
援 山

田
拓
也

議
員三

陸
運
送
㈱　

会
長

優
し
さ　

勇
気　

思
い
や
り

岡
田
大
介

議
員

㈱
ア
イ
サ
ポ
ー
ト　

代
表
取
締
役

木
村
　

譲

議
員

　

㈱
Ｋ
・い
し
か
わ　

代
表
取
締
役

人
生
あ
く
ま
で
精
進
な
り

石

川
一
昭

議
員

㈱
熊
倉
建
築
事
務
所　

代
表
取
締
役

熊
倉
高
志

議
員㈲

宇
智
華　

社
長

感
謝

池
　

清
一

議
員

㈱
野
水
機
械
製
作
所　

代
表
取
締
役

今
日
を
磨
き
、磨
か
れ
て
明
日
へ

清
野
恵
介

議
員割

烹
魚
も
と　

代
表

温
か
い
明
か
り　

友
情 元

川
由
郎

災害に強い道路網、早期実現を

国道403号三条北バイパス部分開通
　三条市下保内か
ら加茂市大字下条
までの間で整備が
進 め ら れ て き た

「 一 般 国 道403号
三条北バイパス」が12月10日に部分開通
し、同日加茂市内で開通式典が執り行われ
た。当所からは野崎正明副会頭が式典に出
席し、交通渋滞の緩和や雪害、水害などの

災害に強い道路ネットワークの構築、燕三
条駅・三条燕ICへのアクセス向上などの整
備効果に期待を寄せた。
　国道403号三条北バイパス（三条北道路）
は、三条市塚野目地内の県道塚野目代官島
線から田上町羽生田の県道村松田上線まで
約8.3kmを整備する計画で、このほど部分開
通したのは三条市下保内から加茂市大字下
条まで約1.5km。残る工事区間は約4.7km。

青年部だより

燕三条地域初のフィジカルeスポーツ大会

　三条商工会議所
青年部は、12月17
日、三条市図書館
等複合施設まちや
まのサイエンスホ
ールで燕三条地域
で初の『HADO』 
を使ったAR×Sports
大会を開催した。
　AR（拡張現実）
は、実在する風景

とCGなどを組み合わせ、現実世界に仮想空
間を作り出すもの。HADO（ハドー）は、
頭にヘッドマウントディスプレイ、腕にアー
ムセンサーを装着し、AR空間でエネルギー
波やシールドを繰り出して戦う日本発のAR
スポーツで、参加者はフィールドを動き回り

ながら、ゲームキャラクターのような技を繰り出
すことができる。当日は１チーム４人、12チー
ムが参加して新感覚のARスポーツを楽しんだ。

写真提供・加茂市
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会
員
訪
問

No.
135

㈱
近
藤
製
作
所
代
表
取
締
役
社
長
　
近
藤 

孝
彦
氏

　創業1872年、在郷の野鍛冶をル
ーツに150年の歴史をもつ。６代目
の近藤孝彦氏は「先代まで『鍬専門
の鍛冶屋』として事業を営んできま
したが、今一度ルーツに立ち返って
野鍛冶のように自由鍛造であらゆる
道具を製造できる『鍛冶屋』を目指
したい」という。
　同社は初代・近藤五郎吉氏が
1872年、それまで事業を営んでい
た三条市横町から島田へ移転。さら
に1969年８月には４代目・近藤郁

夫氏が法人設立、同時に現在の猪子
場新田へ工場を設けた。５代目・近
藤一歳氏（現・工場長）の代では鍛
接による刃付けから複合材の利用な
ど、増大した受注量に耐えうる体制
づくりを構築。鍬専門の「鍬鍛冶」
として市場の支持を得てきた。
　機械刃物メーカーでの勤務を経て
2009年に入社した孝彦氏は、2019
年に一歳氏から事業を承継すると、
主力製品の鍬に加えて、奈良県の
（株）中川政七商店監修による園芸

用品（移植ゴテなど）の開発、自社ブランドに
よる販売に取り組んだほか、燕三条工場の祭典
への参加、ECサイトの設立、ホームページの
刷新にも着手した。
　事業承継と同時期に社員の世代交代もあり、
孝彦氏は６代目として新しい社内体制の構築、
販路開拓に取り組んでいきたい考えだ。

みんなで成長できる会社づくり
　６代目・孝彦氏の理想とする会社像は、一言
で表すと「みんなで成長する会社」。
　孝彦氏は「これまでは社内分業を敷いてきま
したが、社員の適性も加味しながら他の工程も
経験してもらうことで社員の成長を促し、社員
からの提案、意見も受け入れて成長できる会社
が理想。一足飛びにはいきませんが、小さな変
革を積み重ねて、やがて大きな変革としたい」
と力強く説明する。

手打ちフライパンにかける
　新たな販路の開拓についても園芸用品に留ま
らず、１枚の鉄板から打ち出す「手打ちフライ
パン」の製造に取り組んでいる。「取引先から提
案を受け、試行錯誤を繰り返し、三条鍛冶集団

の先輩方の助言も
得ながらOEMで
の発売に漕ぎつけ
ました。自社ブラ
ンドでも、手打ち
ならではの槌目、
料理の仕上がり、
長く愛着を持って

使える利点をお伝えしながら販売できるよう準
備を進めています」と孝彦氏。昨年の工場の祭
典でテスト販売したところ好評で、口コミによ
って問合わせも増えているという。年齢性別を
問わず使いやすい軽さ、サイズなど、キッチ
ン・ハウスウェア市場を強く意識する。
　孝彦氏は「手打ちフライパン同様、鍛冶の技
で作るあらゆる道具の引き合いに応えること
で、社員、自社を成長させたい。それが初代、
野鍛冶への原点回帰と考えています」と、門戸
を広く開き、レベルアップを目指している。

野鍛冶への原点回帰

（株）近藤製作所
三条市猪子場新田2165-9
TEL：0256-45-2269
FAX：0256-45-5720
H P：http://kuwakaji.com/

手打ちフライパンは
６代目の自信作だ。 事業承継と同時に社員の世代交代もあった。
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※「法律相談」「事業承継相談」「知的財産権相談」「Ｍ＆Ａ相談」は開催日７日前迄に予約が無い場合は中止となります。
　（予約締切日が燕三条産業カレンダー休日の場合は、その前日迄にご予約ください。）

三条商工会議所専門家相談日
秘密を厳守しておりますのでお気軽にご相談ください!

まずはお電話にてお申し込みください。
TEL 0256-32-1311

7（火） 15（水） 10（金） 27（月）
8（水）

15（水）
随時お受けしております 随時お受けしております随時お受けしております

ご相談
無料

税理士による
税務・消費税
対策相談

弁護士による
法律相談

M＆A相談
社労士による労務相談

行政書士による行政書士相談

知的財産権相談

貿易相談 日本政策金融公庫による
資金繰り相談

事業承継
相談

相談時間:10:00～12:00 ※一部時間が異なります。
会　　場：三条商工会議所３Ｆ相談室
（資金繰り相談のみ2F日本政策金融公庫三条支店）2月

※13：00～16：00 と

令和5年

　三条商工会議所青年部（山村興司会長）は
11月26日、ジオ・ワールドビップで臨時総会を
開き、令和５年度会長に現副会長の結城靖博氏
（（有）魚兵　代表取締役）が就任することを全
会一致で承認した。
　結城氏は1984年生まれの39歳、青年部では、
令和元年に専務理事、平成29年、30年、令和

２年、３年、４年と副会長を歴任。委員会活
動では、総務広報委員会委員長、まちの活
性化委員会幹事などを務めた。
　令和５年度には青年部創立20周年記念事
業を開催予定で、結城次年度会長は、青年
部として物質的、精神的に豊かで幸福な在り
方を実現することで、誰もが誇りを持てる燕
三条地域の実現に寄与する方針。

次年度会長に結城靖博氏
三条商工会議所青年部臨時総会

三条商工会議所会報 第841号 令和５年1月15日

今 月 の 写 真

元旦のお稲様
田中日登志

山村会長（左）　結城次年度会長（右）


